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大石田町と宮城県涌谷町ともに歩み紡いできた友好の絆巻
頭



友好交流協定締結 １０周年記念特集友好交流協定締結 １０周年記念特集

大石田町と宮 城県涌谷町が大石田町と宮城県涌谷町が
ともに歩み紡いできた友好の絆ともに歩み紡いできた友好の絆

平成２５年９月２０日以来 続く両町の友好交流
今日まで交流だけでは なく、災害支援など

有
事
の
備
え
と
し
て
結
ん
だ

友
好
交
流
協
定

　
大
石
田
町
と
宮
城
県
涌
谷
町
は
、

平
成
２５
年
９
月
２０
日
に
友
好
交
流

協
定
を
締
結
し
、
令
和
５
年
９
月

２０
日
で
協
定
締
結
１０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　
平
成
２３
年
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
を
受
け
、
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
際
に
助
け
合
え
る
相
手

先
を
探
し
て
い
た
両
町
に
、
旧
知

の
仲
の
職
員
が
い
た
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
当
時
の
庄
司
喜
與

太
町
長
と
故
安
部
周
治
涌
谷
町
長

の
時
代
に
協
定
締
結
に
至
り
ま
し

た
。

　
そ
の
協
定
締
結
を
皮
切
り
に
、

今
日
に
至
る
ま
で
、
行
政
レ
ベ
ル

だ
け
で
な
く
、
住
民
同
士
の
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

産
業
を
と
お
し
て

互
い
の
存
在
を
そ
ば
に
感
じ
る

　
交
流
事
業
の
中
で
人
気
を
博
し

て
い
る
の
が
、
涌
谷
町
の
「
出
張

砂
金
と
り
体
験
」
と
、
大
石
田
町

の「
手
打
ち
そ
ば
実
演
会
」で
す
。

　
涌
谷
町
か
ら
は
、
毎
年
、
大
石

田
町
新
そ
ば
ま
つ
り
に
、
物
販
と

と
も
に
、「
出
張
砂
金
と
り
体
験
」　

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
初
の

産
金
地
と
し
て
知
ら
れ
る
涌
谷
町

な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

て
お
り
、
毎
回
多
く
の
参
加
者
が

産
金
の
浪
漫
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
を
知
る
交
流

　
両
町
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
以

外
に
も
、
両
町
の
職
員
や
議
会
議

員
に
よ
る
交
流
研
修
会
が
行
わ
れ

て
き
た
ほ
か
、
民
生
委
員
児
童
委

員
や
農
事
実
行
組
合
連
合
会
、
地

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
交
流

　
平
成
２６
年
２
月
、
涌
谷
中
学
校

の
生
徒
た
ち
が
大
石
田
町
を
訪
問

し
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ

め
、
涌
谷
町
で
は
馴
染
み
の
な
い

雪
国
の
生
活
を
体
験
す
る
事
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
年
の
夏
に
は
、

大
石
田
町
の
小
学
生
が
涌
谷
町
を

訪
れ
、
砂
金
と
り
体
験
な
ど
を
通

じ
て
涌
谷
町
の
歴
史
と
文
化
に
ふ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
両
町
の
少

年
野
球
チ
ー
ム
の
交
流
戦
が
同
年

に
初
開
催
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
を
は

さ
み
、
令
和
５
年
ま
で
交
流
が
続

い
て
い
ま
す
。

大
人
た
ち
の
文
化
の
交
流

　
毎
年
夏
に
、
大
石
田
町
の
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
て
い

る
大
石
田
ま
つ
り「
維
新
祭
」に
、

涌
谷
町
の
す
ず
め
踊
り
団
体
の

域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
が
交
流
・

連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
ど
の

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て

い
る
の
か
を
知
り
、
切
磋
琢
磨
し

て
き
ま
し
た
。

災
害
時
の
相
互
支
援

　
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通
じ
て
絆

を
深
め
合
っ
て
き
た
大
石
田
町
と

涌
谷
町
。
友
好
交
流
協
定
の
本
来

の
目
的
と
な
る
有
事
の
際
の
相
互

支
援
も
、
こ
の
１０
年
の
間
に
、
た

び
た
び
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
に
発
生
し
た
東
日
本

台
風
の
際
に
は
、
大
石
田
町
か
ら

有
志
が
駆
け
付
け
、
被
災
し
た
家

屋
の
濡
れ
た
畳
の
搬
出
な
ど
に
携

わ
り
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

の
際
は
、
涌
谷
町
か
ら
１
週
間
以

上
に
わ
た
っ
て
職
員
が
派
遣
さ
れ
、

給
水
支
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。
令

和
４
年
に
発
生
し
た
福
島
県
沖
地

「
万
葉
さ
く
ら
組
」
が
出
演
し
て

い
ま
す
。
平
成
２７
年
の
涌
谷
町
の

わ
く
や
桜
ま
つ
り
に
は
、
大
石
田

町
の
阿
波
踊
り
団
体
の
「
最
上
川

芭
蕉
連
」
が
出
演
し
て
お
り
、
両

町
の
ま
つ
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。
以
降
、
維
新
祭
に

涌
谷
町
の
太
鼓
団
体「
涌
谷
太
鼓
」

も
出
演
す
る
よ
う
に
な
り
、
交
流

の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
涌
谷
町
の
秋
の
風
物
詩

の「
秋
の
山
唄
全
国
大
会
」に
は
、

平
成
２６
年
か
ら
大
石
田
町
の
木
村

里
美
さ
ん
が
出
場
し
、
平
成
３０
年

に
優
勝
を
果
た
し
、
両
町
の
交
流

の
象
徴
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
５

年
か
ら
は
、
大
石
田
町
民
謡
研
究

会
の
芳
賀
清
副
会
長
が
、
秋
の
山

唄
全
国
大
会
の
審
査
員
を
務
め
て

い
ま
す
。

震
で
は
、
断
水
と
な
っ
た
涌
谷
町

に
大
石
田
町
か
ら
職
員
が
飲
料
水

の
提
供
と
給
水
活
動
の
支
援
を
行

う
な
ど
、
災
害
時
に
は
生
活
基
盤

を
支
え
合
っ
て
き
ま
し
た
。

協
定
締
結
１０
周
年
記
念
企
画

　
友
好
交
流
協
定
締
結
１０
周
年
を

記
念
し
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
上
で
、

優
秀
作
品
を
投
稿
し
た
人
に
、
両

町
の
特
産
品
を
贈
呈
す
る
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
絆
を
深
め
合
っ
て
い
く
た

め
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
Ｐ
４
～
５
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

さまざまな出来事をとおして 絆を深め合ってきた両町
これまでを振り返りな がら、次への１０年へ
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アカウントタグ付け（メンション）とハッシュタグ
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大
石
田
町
芸
術
祭
が
、
１０
月
２５
日

（
水
）～
１２
月
３
日（
日
）の
期
間
に
開

催
さ
れ
、
展
示
作
品
や
、
歌
、
踊
り

な
ど
の
発
表
を
見
よ
う
と
、
町
内
外

か
ら
の
べ
９
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
町
芸
術
祭
は
今
回
で
５８
回
目
の
開

催
。
今
回
は
、
歌
や
踊
り
、
演
奏
な

ど
の
公
演
の
ほ
か
、
大
石
田
Ａ
Ｉ
Ｒ

に
よ
る
「
ど
き
ど
き
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
虹
」

に
よ
る
演
劇
「
天
使
の
声
が
聞
こ
え

た
ら
」
な
ど
の
公
演
が
行
わ
れ
、

昨
年
を
超
え
る
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
期
間
中
、
会
場
の
「
虹
の

プ
ラ
ザ
」
で
は
、
書
道
展
や
絵
画
展

な
ど
も
開
催
さ
れ
、
連
日
来
場
者
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
１１
月
３
日（
金
・
祝
）に
開
催
さ
れ

た
式
典
で
は
、
芸
術
文
化
栄
光
章
な

ど
に
輝
い
た
２７
名
（
団
体
含
む
）
の

方
に
表
彰
状
・
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
表
彰
者
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

１０月２５日１０月２５日（水）（水）～１２月３日～１２月３日（日）（日）

大石田町大石田町芸術祭芸術祭
第
58
回

Photo
Report

芸
術
文
化
栄
光
章
表
彰

・
感
謝
状
贈
呈

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

★
感
謝
状

二
藤
部
政
力
（
大
石
田
町
民
謡
研
究
会
）

★
栄
光
章

柏
倉
ヤ
ス
子
（
す
ゞ
し
俳
句
会
）

木
村　
里
美
（
大
石
田
町
民
謡
研
究
会
）

八
鍬
宗
一
郎
（
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
１
年
）

菅
野　
愛
奈
（
惺
山
高
等
学
校
２
年
）

伊
藤　
麗
奈
（
北
村
山
高
等
学
校
１
年
）

八
鍬
七
奈
子
（
城
北
高
等
学
校
１
年
）

大
石
田
中
学
校
令
和
４
年
度
１
年
生（
現
２
年
生
）

遠
藤
日
緒
莉
（
大
石
田
中
学
校
１
年
）

髙
橋　
心
優
（
大
石
田
中
学
校
１
年
）

早
坂　
瑠
那
（
大
石
田
中
学
校
１
年
）

大
石
田
南
小
学
校
令
和
３
年
度
４
年
生（
現
６
年
生
）

安
達　
聡
子
（
大
石
田
小
学
校
６
年
）

石
川　
心
羽
（
大
石
田
南
小
学
校
６
年
）

井
上
ひ
な
の
（
大
石
田
南
小
学
校
６
年
）

織
江
陽
向
子
（
大
石
田
南
小
学
校
６
年
）

柏
倉　
彩
希
（
大
石
田
北
小
学
校
６
年
）

伊
藤　
晃
誠
（
大
石
田
南
小
学
校
５
年
）

延
藤　
　
旬
（
大
石
田
北
小
学
校
４
年
）

延
藤　
　
諒
（
大
石
田
北
小
学
校
４
年
）

小
内　
源
斗
（
大
石
田
南
小
学
校
４
年
）

矢
作　
蒼
梧
（
大
石
田
小
学
校
４
年
）

柴
﨑　
潤
季
（
大
石
田
北
小
学
校
３
年
）

早
坂　
優
希
（
大
石
田
北
小
学
校
３
年
）

渡
部　
真
結
（
大
石
田
南
小
学
校
３
年
）

柴
田　
泰
良
（
大
石
田
北
小
学
校
２
年
）

関　
み
り
い
（
大
石
田
南
小
学
校
２
年
）

鈴木こはくさん鈴木こはくさん木村里美さん木村里美さん

プロジェクト「虹」プロジェクト「虹」大石田スポーツクラブ「キッズヒップホップ」大石田スポーツクラブ「キッズヒップホップ」

大石田町民謡研究会大石田町民謡研究会大石田維新組大石田維新組大石田すみれ会大石田すみれ会

コーラス虹＋大中吹奏楽部コーラス虹＋大中吹奏楽部
大石田スポーツクラブ大石田スポーツクラブ
「スポーツ民踊」「スポーツ民踊」 大石田で合唱を楽しむ会大石田で合唱を楽しむ会

鶴の会・友の会・千の会・寿の会鶴の会・友の会・千の会・寿の会大石田吟友会大石田吟友会
山形相撲甚句山形相撲甚句
大石田支部大石田支部 なないろクラシックなないろクラシック

大石田南小学校大石田南小学校
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鍛えた心鍛えた心とと技技をを競う競う
【第 ５２回大石田町民武道大会】

　
武
道
愛
好
者
が
一
堂
に
会
し
技
を
競
い
合
う
第
５２
回
大
石
田
町
民
武
道

大
会
が
、
１１
月
１９
日（
日
）に
大
石
田
中
学
校
武
道
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
柔
道
と
剣
道
そ
れ
ぞ
れ
の
形
の
演
武
や
試
合
が
行
わ
れ
、

選
手
た
ち
は
日
頃
鍛
え
た
「
心
」
と
「
技
」
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

大
会
結
果
～T

ournam
ent Results

～
（
敬
称
略
）

柔
道
競
技

剣
道
競
技

★
小
学
生
女
子
の
部

第
１
位　
庄
司　
愛
來
（
福
原
小
６
年
）

第
２
位　
高
橋　
愛
桜
（
大
小
５
年
）

★
小
学
４
年
生
以
下
男
子
の
部

第
１
位　
飯
藤　
隼
也
（
南
小
４
年
）

第
２
位　
金
田　
朗
輝
（
大
小
３
年
）

第
３
位　
庄
司　
圭
吾
（
福
原
小
３
年
）

第
３
位　
笹
原
瑚
汰
郎
（
福
原
小
３
年
）

★
小
学
５
年
生
以
上
男
子
の
部

第
１
位　
庄
司　
　
倖
（
大
小
６
年
）

第
２
位　
東
海
林
由
聖
（
福
原
小
５
年
）

★
中
学
生
男
子
の
部

第
１
位　
笹
金　
拓
矢
（
大
中
２
年
）

第
２
位　
高
橋　
琉
夢
（
大
中
１
年
）

第
３
位　
青
木　
脩
悟
（
大
中
２
年
）

第
３
位　
髙
橋　
颯
人
（
福
原
中
１
年
）

★
中
学
生
女
子
の
部

第
１
位　
矢
作　
橙
子
（
大
中
２
年
）

第
２
位　
横
山
実
那
海
（
大
中
２
年
）

★
高
校
・
一
般
女
子
の
部

第
１
位　
村
岡　
美
咲
（
町
柔
道
連
盟
）

第
２
位　
髙
橋
の
ぞ
み
（
大
中
３
年
）

第
３
位　
石
森　
麻
希
（
大
中
３
年
）

★
小
学
４
年
生
以
下
基
本
審
査
の
部

第
１
位　
佐
藤　
　
聖
（
大
小
４
年
）

第
２
位　
髙
橋　
優
斗
（
大
小
３
年
）

第
３
位　
寺
嵜　
佳
乃
（
大
小
３
年
）

第
４
位　
斎
藤　
航
輝
（
大
小
２
年
）

★
小
学
生
の
部

第
１
位　
寺
嵜　
結
恵
（
大
小
６
年
）

第
２
位　
海
藤　
陽
光
（
北
小
５
年
）

第
３
位　
佐
藤　
　
聖
（
大
小
４
年
）

★
小
学
５
年
生
以
上
基
本
審
査
の
部

第
１
位　
寺
嵜　
結
恵
（
大
小
６
年
）

第
２
位　
斎
藤　
美
月
（
大
小
６
年
）

第
３
位　
海
藤　
陽
光
（
北
小
５
年
）

★
中
学
生
の
部

第
１
位　
石
塚　
結
翔
（
大
中
１
年
）

第
２
位　
海
藤　
生
吹
（
大
中
１
年
）

★
錬
成
杯
紅
白
試
合

第
１
位　
白　
組

第
２
位　
紅　
組

★
高
校
・
一
般
男
子
の
部

第
１
位　
長
瀨　
　
将
（
町
柔
道
連
盟
）

第
２
位　
阿
部　
泰
樹
（
町
柔
道
連
盟
）

第
３
位　
星
川
拳
太
郎
（
町
柔
道
連
盟
）

第
３
位　
土
田　
武
尊
（
町
柔
道
連
盟
）

齋藤元希齋藤元希
選手選手

快
挙
快
挙

銀銀
齋藤元希選手の出場種目と競技結果

種目 順位 記録
100ｍバタフライ（S１３） ４位 0１:00.98（日本新記録）

400ｍ自由形（S１３） ２位（銀メダル） 04:25.7１
100ｍ平泳ぎ（SB１３） ４位 0１:１2.46（日本新記録）
100ｍ背泳ぎ（S１３） ３位（銅メダル） 0１:04.90

200ｍ個人メドレー（SM１３）２位（銀メダル） 02:１8.94
50ｍ自由形（S１３） ４位 00:26.48

　
１０
月
２２
日（
日
）～
２８
日（
土
）に
杭
州
２
０
２
２
ア
ジ
ア
パ

ラ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
水
泳
競
技
に
出
場
し
た
齋
藤
元
希
選

手（
豊
田
地
区
）が
、
銀
メ
ダ
ル
２
個
、
銅
メ
ダ
ル
１
個
を
獲

得
す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
齋
藤
選
手
は
、
こ
の
ほ

か
２
種
目
で
日
本
新
記
録
を
樹
立
す
る
な
ど
、
素
晴
ら
し
い

成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

杭州2022アジアパラ大会杭州2022アジアパラ大会 水泳競技水泳競技 でで

!!!!
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トムソーヤの冒険inスポーツ広場トムソーヤの冒険inスポーツ広場

　今年も残すところあとわずかです。今年も皆さんのご
協力により、さまざまなイベントを開催することができ
ました。ここではその一部をご紹介します。

１月6日 無災害安全祈願祭
１月１2日 知事と若者の地域創生ミーティングin大石田町
１月１5日 新春大石田かるた大会
２月８日 生涯学習自主企画事業「原晋監督講演会」
２月１１日 雪灯ろう街道
２月１9日 みんなでモッシェおーいしだ盛り上げコンサート
３月１5日 地域おこし協力隊活動報告会
４月７日 町内小・中学校入学式
４月１8日 山形県縦断駅伝競走大会北村山チーム結団式
４月20日 町政懇話会
４月29日 春季消防大演習
５月25日 小学校陸上競技大会
５月27日 阿部一二三トークショー・柔道教室
５月28日 最上川ふれあいマラソン
6月24日 宮城・山形「絆」ツール・ド・３ ４ ７
７月９日 山形県民謡王座第64回最北地区大会
７月2３日 トムソーヤの冒険in最上川
７月28日 町合同表彰式

７月29日～３0日 スイカオーナー会収穫イベント

８月１３日～１4日 地区対抗親善野球大会
優勝　南通・仲通・八幡町チーム

８月１5日 二十歳を祝う会、大石田まつり「維新祭」
８月１6日 大石田まつり「最上川花火大会」
８月20日 戦没者追悼式
９月２日 大石田AIR「dai-tei-den（大停電）」公演
９月20日 涌谷町協定締結１0周年記念式典
１0月５日 町防災訓練（大浦地区）
１0月９日 スポーツレクリエーションフェスティバル
１0月2１日 大石田小学校１50周年記念式典
１0月22日 キッズタウン大石田
１0月26日 金婚式
１0月28日 最上川さくら回廊植樹式（大浦地区）

１0月29日～３0日 新そばまつり
１１月１１日 芸術祭
１１月５日 町長選挙・町議会議員選挙
１１月１4日 除雪安全祈願式
１１月１9日 町民武道大会
１2月１6日 青少年健全育成町民会議

大 石 田 町大 石 田 町

２０２3年の主な出来事

今年の出来事今年の出来事

山形県民謡王座第6４回最北地区大会山形県民謡王座第6４回最北地区大会

春季消防大演習春季消防大演習

最上川ふれあいマラソン最上川ふれあいマラソン

成人神輿成人神輿

大石田まつり「最上川花火大会」大石田まつり「最上川花火大会」

地区対抗親善野球大会地区対抗親善野球大会

知事と若者の地域創生ミーティング知事と若者の地域創生ミーティング
in大石田町in大石田町

キッズタウン大石田キッズタウン大石田

小学校陸上競技大会小学校陸上競技大会

大石田まつり「維新祭」大石田まつり「維新祭」

スイカオーナー会収穫イベントスイカオーナー会収穫イベント

二十歳を祝う会二十歳を祝う会

山形県縦断駅伝競走大会山形県縦断駅伝競走大会
北村山チーム結団式北村山チーム結団式

　北国の秋・冬シーズンは各家庭や事業所で灯油を使う機会が増え、それに伴いホームタンク等か
らの灯油流出事故も増加します。そして、その多くが小分け中に離れたり、ホースやバルブの破損
に気づかなかったり、不注意が原因となっています。
　万が一、油の流出事故を起こしてしまった場合や、発見した場合は、すぐにお近くの消防署・警
察署・市町村役場・国や県の機関にご連絡ください。
　流出した油を自分できれいに清掃したつもりでも、雨とともに流れ出たり、地面に染みこんだ油
が時間の経過とともに水路に出てくることがあります。また、流出した油を水で洗い流すことは被
害の拡大につながりますので、絶対にしないでください。

油の流出事故にご注意！！

■尾花沢市消防本部　保安係　　　　　　☎22－1３11
■まちづくり推進課　生活安全グループ　☎３５－2111（内線22５・22６）
■国土交通省　東北地方整備局
　新庄河川事務所　大石田出張所　　　　☎３５－2024

お問い合わせ先（最上川水系水質汚濁対策連絡協議会加盟団体）

最上川水系水質汚濁対策連絡協議会からお知らせ

油断大敵！
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ニュース玉手箱

子どもの創意工夫を育む
管内に発明クラブが発足

芳 賀 清 一 さ ん に
山形県知事（環境衛生功労者）表彰

町内小学生が大きく育った
自然薯を収穫・販売体験

ふるさと大石田を懐かしむ
４年ぶりの首都圏大石田会

業や行政が後押しして、子どもが創意工夫
する力を育成する「少年少女発明クラブ」が、

新たに尾花沢市・大石田町管内に発足しました。
これを受けて、１１月２５日（土）に尾花沢市立玉野小
学校で設立式・開校式が行われ、小学生や関係者
など約２０名が参加しました。
　少年少女発明クラブは１９７４年に誕生し、現在、
全国４７都道府県に２１２か所、約１１，０００名の子ども
たちと約２，８００名の指導員が活動しています。
　この日は、自己紹介などのオリエンテーション
のほか、コンクリートを使った小物づくりが行わ
れ、参加した児童は初めて見る生のコンクリート
に驚きながらも、楽しそうに工作していました。

のたび、芳賀清一さん（豊田）が、山形県知
事表彰（環境衛生功労者）を受けました。

　芳賀さんは平成２２年に豊田地区衛生組織連合会
長に就任して以来、長年にわたり、地区内の衛生
改善や環境美化に積極的に努められたほか、町全
体の指導者として環境衛生事業の活性化に貢献さ
れました。これらの功績が認められ、今回の受賞
となりました。
　大変おめでとうございます。

然薯の収穫体験活動が、１１月１５日
（水）に大石田南小隣の自然薯畑で

行われました。これは、特産の自然薯栽
培を通して、将来の職業選択や郷土への
愛着を深めてもらおうと、大石田町新作
物開発研究会（海藤明会長）の協力で毎
年実施しているものです。
　この日は、町内３小学校の６年生児童
４１人が参加し、大きく育った自然薯を収
穫しました。児童たちは、研究会のメン
バーに指導を受けて土を掘り返し、長い
もので１メートルほどに育った立派な自
然薯を収穫しました。
　参加した佐竹海

かい
俐
り
さん（大小）は「（収

獲した自然薯を見て）長いものや短いも
のもあって面白いです。自然薯は食べた
ことがないので家に帰って家族で食べた
いです」と話していました。
　また、収穫した自然薯の販売会が、１１
月２９日（水）にあったまりランド深堀で行
われ、児童が収穫した自然薯を購入しよ
うと町内外から多くの方が訪れました。
販売会は、町内３小学校の６年生児童が
２グループに分かれ行われ、児童たちの
販売開始の掛け声とともに、用意された
およそ１００本の自然薯が飛ぶように売れ
ていきました。
　児童たちはこの日のために、店頭に設
置するPOPや自然薯の食べ方などをま
とめたパンフレットなどを作成しており、
大石田特産の自然薯を積極的にPRして
いました。
　販売会に参加した海藤都

つ き
紀さん（大小）

と鈴木悠
ゆうじん
仁さん（大小）は、「自分たち

で定植・収穫した自然薯をたくさんのお
客さんに買ってもらえて嬉しいです。そ
ばやうどんにかけるなどおいしく食べて
もらいたいです」と話していました。

企こ

自
都圏大石田会総会が、１１月１２日
（日）に東京都のコートヤード・マ

リオット銀座東武ホテルで開催され、参
加者がふるさと大石田の話に花を咲かせ
ました。首都圏大石田会には、首都圏に
暮らす大石田町出身者など約２００名の方
が加入しています。コロナ禍によって４
年ぶりの開催となった今年の総会には約
８０名の方が訪れました。
　総会に続いて行われた親睦のつどいで
は木村里美さん（下宿）が民謡を披露した
ほか、「連合婦人会」のメンバーが元祖
花笠踊りを披露しました。踊りの輪には
会員の方も加わって、楽しいひと時を過
ごしていました。

首
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のたび、安達信さん（庚申町）が、全国ス
ポーツ推進委員連合より、スポーツ推進委

員功労者表彰を受けました。
　安達さんは、平成４年に町体育指導員（現スポー
ツ推進委員）に就任され、平成２０年度からは町体
育指導委員会の会長を、平成２４年度から現在も町
スポーツ推進委員会の委員長を務めています。就
任以来、３０年以上の長きにわたり、町のスポーツ
の推進と発展に貢献されました。これらの功績が
認められ、今回の受賞となりました。
　大変おめでとうございます。

内の子育てサークル・小さなおも
ちゃばこの会（吾妻満代表）が毎

年開催する「第２３回子育てぴょんぴょん
フォーラムin大石田」が、１１月１９日（日）
虹のプラザの中会議室で行われました。
　午前の部では色々な工作おもちゃ作り
や遊びを楽しめる「おもちゃまつり」、
午後の部では、児童書作家の杉山亮さん
によるものがたりライブや、児童文化実
践講師の近藤千春さんによるあやとり・
ストーリーテリングなど、楽しいお話や
遊びが盛りだくさんで、大人と子どもが
一緒になって楽しみました。

町

こ

２回の大石田子どもサミットが、１２月
１日（金）に虹のプラザ「中会議室」で

行われ、町内各小・中学校の代表児童・生徒
など１８人が参加しました。
　第１回のサミットでは、「大石田をより良
くするために自分たちにできること」につい
て協議が行われました。その中で、各校の共
通目標である「あいさつ運動の推進」につい
て、具他的な推進方法も含めて決議がなされ
ました。第２回となる今回は、決議を受け、
１２月までの各校のあいさつ運動への取組みの
様子や成果と課題を動画や写真などで発表し
合い、意見交換を行いました。
　参加した星川紗希さん（北小６年）は、「２
回のサミットを通して、あいさつについてじっ
くり考え、実践することができました。これ
からも、あいさつを良くして、町をより良く
していきたいです」と話していました。

第

のたび、工藤光男さん（海谷）が、山形県社
会教育連絡協議会表彰を受けました。

　工藤さんは、平成１４年から現在に至るまで、計
２１年間の長きにわたり、町立歴史民俗資料館の運
営委員会の委員として、資料館の円滑な運営業務
に携わり、資料館活動の普及と発展に努めてきま
した。また、令和２年度からは、同運営委員会の
会長に就任し、町民の文化的向上と地方文化の振
興に貢献されました。これらの功績が認められ、
今回の受賞となりました。
　大変おめでとうございます。

こ

親 子 で 楽 し む
子育てフォーラムを開催

安 達 信 さ ん に
全国スポーツ推進委員連合表彰

工 藤 光 男 さ ん に
山形県社会教育連絡協議会表彰

町のために自分たちでできることを探す
第 ２ 回 の 子 ど も サ ミ ッ ト を 開 催

ニュース玉手箱

新庄信用金庫　様
※写真は、井上洋一郎理事長

株式会社　友企画　様

寄付金　２０万円
社会福祉協議会の法人運営に
※写真は、星川幸男代表

町・社会福祉協議会への寄付・採納
～温かい善意をご紹介します～

書籍（新庄藩初代藩主戸沢政盛公物語）
２７０冊（町内全児童分）
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町職員町職員のの給与・定員管理等を公表給与・定員管理等を公表しますします
　大石田町職員の給与・定員管理等の状況について、広く町民の皆さんに理解していただ
くため、その概要をお知らせします。
　町職員の給与等は、町議会での審議を経て、条例で定めることとなっています。

◆人件費の状況（令和4年度普通会計決算）

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などが含まれています。

住民基本台帳
令和4年度末 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率

（Ｂ／Ａ）
3年度の
人件費率

６，2６2人 ６，０95，０95千円 3６8，０39千円 938，839千円 １5．4％ １5．5％

◆年齢別職員構成の状況（令和5年4月１日現在）

区　分 ２０歳
未満

２０歳
～
２３歳

２４歳
～
２７歳

２８歳
～
３１歳

３２歳
～
３５歳

３６歳
～
３９歳

４０歳
～
４３歳

４４歳
～
４７歳

４８歳
～
５１歳

５２歳
～
５５歳

５６歳
～
５９歳

６０歳
以上 計

職員数 ０ 9 7 １3 ６ １０ １3 １１ １4 9 １１ 5 １０8

◆職員給与の状況（令和4年度普通会計決算）

※退職手当は含みません。
※職員数は、令和4年4月１日現在の人数です。

職員数
（Ａ）

給　　　与　　　費 １人当たりの
給与費（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

99人 349，０52千円 7６，６4１千円 １35，６１4千円 5６１，3０7千円 5，６7０千円

◆退職手当（令和5年4月１日現在）

※支給率、その他の加算措置は国と同じです。
※１人当たり平均支給額は、前年度に退職した職員分の平均額です。

区　　分
支　給　率

その他の加算措置 １人当たり
平均支給額勤続２０年 勤続２５年 勤続３５年 最高限度額

自己都合 １9．６６95月分 28．０395月分 39．7575月分 47．7０9月分 ―
勧奨・定年・
応募認定 24．58６875月分 33．27０75月分 47．7０9月分 47．7０9月分 定年前早期退職特例措置

3～45％加算 2０，8１１千円

◆一般行政職の級別職員数（令和5年4月１日現在）

※大石田町の給与条例に基づく給与表の級区分によるものです。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

区分 １級 ２級 3級 4級 5級 ６級

合計標準的な
職務内容

主事
主事補 主事 主査

主任
主査
主任 主幹 課長

職員数 2０人 １６人 28人 １3人 １１人 9人 97人
構成比 2０．６％ １６．5％ 28．9％ １3．4％ １１．3％ 9．3％ １００％

◆特別職の報酬等の状況（令和5年4月１日現在）

区　分
給　　　　　　料 報　　　　　　酬
町　長 副町長 議　長 副議長 議　員

月　額 82０，０００円 ６35，０００円 3１０，０００円 255，０００円 24０，０００円
実支給額 82０，０００円 ６35，０００円 3１０，０００円 255，０００円 24０，０００円

期末手当 給料月額に4０％を
加算して3．１１月分

報酬月額に4０％を
加算して3．１１月分

◆職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（令和5年4月１日現在）

※当町の技能労務職員は、自動車運転手、用務員、調理師などです。

区　　分
大　石　田　町 国

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 299,０００円 4０．2歳 322，487円 42．4歳
技能労務職 3０4，4００円 47．8歳 28６，942円 5１．2歳

◆職員の初任給の状況（令和5年4月１日現在） ◆期末・勤勉手当（令和5年4月１日現在）

※職制上の段階、職務の級等による加算措置があります。
　町：役職加算５～１５％
　国：役職加算５～２０％・管理職加算１０～２５％

区　　分 大石田町 国
期末手当 2．4０月分 2．4０月分
勤勉手当 １．95月分 2．００月分

区　　分
大　石　田　町

初任給 採用２年経過日の
給料月額

一般行政職
大学卒 １88，１００円 １99，9００円
高校卒 １5６，3００円 １６4，9００円

技能労務職
高校卒 １54，8００円 １６3，3００円
中学卒 １32，2００円 １42，7００円

◆時間外勤務手当（普通会計分） ◆その他の手当（令和5年4月１日現在）
区分 扶養手当 住居手当 通勤手当

内容

配偶者６，5００円

借家
限度額
　28，０００円

交通機関利用
限度額
55，０００円

交通用具使用
限度額
23，5００円

子１０，０００円
（�満１６歳の年度初め
から満22歳の年度
末までの子は5，０００
円加算）
父母等６，5００円

令和3年度
支　給　総　額 25，9０4千円

支給対象職員１人当たり支給年額 2６7千円

令和4年度
支　給　総　額 2６，378千円

支給対象職員１人当たり支給年額 2６６千円

◆職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和5年4月１日現在）
区　　分 経験年数１０年 経験年数１5年 経験年数2０年

一般行政職
大学卒 27０，3００円 32１，4００円 342，3００円
高校卒 234，9００円 273，5００円 327，2００円

技能労務職
高校卒 2１9，６００円 ― 円 ― 円
中学卒 ― 円 ― 円 ― 円

【出典】
○�令和4年度地方財政
状況調査（決算統計）
○�令和5年地方公務員
給与実態調査・国家
公務員給与実態調査
○�令和5年地方公共団
体定員管理調査

※職員数には教育長を含みません。
※（　）内は条例定数です。

◆部門別職員数の状況（各年4月１日現在）
部　門 区分 職員数（人） 対前年増減数

（人） 主な増減理由Ｒ4年 Ｒ5年

一般行政部門

議会 2 2
総務 2６ 2６
税務 7 7
農水 7 7
商工 3 3
土木 ６ 8 2 治水対策事業対応のため
民生 2１ 2１
衛生 7 8 １ 保健師の体制強化のため
小計 79 82 3

特別行政部門 教育 2０ 2０
小計 2０ 2０

公営企業等
会 計 部 門

その他 ６ ６
小計 ６ ６

合　計 １０5
（１32）

１０8
（１32） 3

■総務課　総務グループ　☎３５－2111（内線21３）
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冬期間の漏水事故にご注意！
　冬期間は、低温による凍結で水道管や
蛇口の破損等がおこりやすい時期です。漏
水を防ぐため、外蛇口の雪囲い、水抜栓、
電熱線の電源等の確認をお願いします。

・�一日中、外気温が氷点下（真冬日）の
とき。
・�旅行で家を留守にするなど、長期間水
道を使用しないとき。

★こんなときは注意してください

　水抜栓（不凍栓）による水道管の水抜
きが効果的です。寒い冬、寝る前や家を
留守にする場合は水抜栓を使ってください。

★水道の凍結を防ぐには？

①�水抜栓のハンドルを右に止まるまで回
す（時計回り）。
②�家の中の蛇口を全部開ける。
③�水が出ない状態を確認したら、蛇口を
閉める。

★水の抜き方（手動式）

■ 尾花沢市大石田町環境衛生事業組合
　上下水道課　☎2３－21６1（内線1５）

■尾花沢市大石田町環境衛生事業組合　管理課　☎2３－21６1

尾花沢市大石田町環境衛生事業組合

令和４年度令和４年度 決算報告決算報告
　尾花沢市大石田町環境衛生事業組合１０月議会で承認された尾花沢市大石田町環境衛生事業組合の
令和４年度決算を公表します。

《歳　入》 《歳　出》
一 般 会 計

計  ８億 5,577 万円

総務費
３,198万円（３.9％）

議会費
５8万円（0.1％）

繰越金
３,３7３万円（３.9％）

諸収入
1，３５4万円（1.６％）

財産収入
1万円（0.1％）

使用料及び手数料
8，78６万円（10.2％）

分担金及び負担金
７億4６4万円（82.３％）

国庫支出金
1,５99万円

（1.9％）

公債費
9，３24万円（11.4％）

事業費
6億9,５５7万円（84.６％）

計  ８億 2,137 万円

水道事業会計

収　益 金　額 費　用 金　額
営 業 収 益 4億７０３万円 営 業 費 用 3億８,８６６万円
営業外収益 ５,０６８万円 営業外費用 ２,０３９万円
特 別 利 益 ０円 特 別 損 失 5万円

収 益 合 計 4億５,７７１万円
費 用 合 計 4億９１０万円
当年度純利益 ４,８６１万円

《損益計算書》

収　益 金　額 費　用 金　額
営 業 収 益 １億１,６７６万円 営 業 費 用 3億１,２７５万円
営業外収益 ２億８,２７０万円 営業外費用 ６,１３２万円
特 別 利 益 ０円 特 別 損 失 ０円

収 益 合 計 3億９,９４６万円
費 用 合 計 3億７,４０７万円
当年度純利益 ２,５３９万円

《損益計算書》

参　考
①�　水道事業会計、公共下水道事業会
計、尾花沢市特定環境保全公共下水
道事業会計、大石田町特定環境保全
公共下水道事業会計については、資
金不足額がないため資金不足比率は
算定されませんので「―」と記載し
ています。

②�　資金不足比率が、経営健全化基準
以上となった場合は、経営健全化計
画を定めなければなりませんが、水
道事業会計、公共下水道事業会計、
尾花沢市特定環境保全公共下水道事
業会計、大石田町特定環境保全公共
下水道事業会計については、これを
下回っています。

資　産 金　額 負債・資本 金　額

固 定 資 産 ５０億９,５４４万円
固 定 負 債 ９億４,９８２万円
流 動 負 債 ７,６３０万円

繰 延 収 益 ９億９,５６２万円

流 動 資 産 4億５,９８５万円 資 本 金 ２９億３,９２６万円
剰 余 金 5億９,４２９万円

資 産 合 計 ５５億５,５２９万円 負債・資本合計 ５５億５,５２９万円

《貸借対照表》

資　産 金　額 負債・資本 金　額

固 定 資 産 ６９億５,８９８万円
固 定 負 債 ３８億９,０７５万円
流 動 負 債 ２億８,２１９万円

繰 越 収 益 ２９億２,５８２万円

流 動 資 産 ４,２１５万円 資 本 金 ０円
剰 余 金 △９,７６３万円

資 産 合 計 ７０億１１３万円 負債・資本合計 ７０億１１３万円

《賃借対照表》

特別会計の名称 令和4年度
資金不足比率 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計 ― ２０．０％
公 共 下 水 道事業会計 ― ２０．０％
尾花沢市特定環境保全
公共下水道事業会計 ― ２０．０％

大石田町特定環境保全
公共下水道事業会計 ― ２０．０％

公営企業経営健全化に係る資金不足比率について

公共下水道事業会計

収　益 金　額 費　用 金　額
営 業 収 益 ９５８万円 営 業 費 用 ６,０５１万円
営業外収益 ５,９５２万円 営業外費用 ８６５万円
特 別 利 益 ０円 特 別 損 失 ０円

収 益 合 計 ６,９１０万円
費 用 合 計 ６,９１６万円
当年度純利益 △６万円

《損益計算書》

資　産 金　額 負債・資本 金　額

固 定 資 産 4億６,６６９万円
固 定 負 債 3億１,４７２万円
流 動 負 債 ５,８００万円

繰 越 収 益 ２億２５２万円

流 動 資 産 １,４８４万円 資 本 金 ０円
剰 余 金 △９,３７１万円

資 産 合 計 4億８,１５３万円 負債・資本合計 4億８,１５３万円

《賃借対照表》

尾花沢市特定環境保全公共下水道事業会計

収　益 金　額 費　用 金　額
営 業 収 益 ８４７万円 営 業 費 用 ３,９９４万円
営業外収益 ４,０６７万円 営業外費用 ４６７万円
特 別 利 益 ０円 特 別 損 失 ０円

収 益 合 計 ４,９１４万円
費 用 合 計 ４,４６１万円
当年度純利益 ４５３万円

《損益計算書》

資　産 金　額 負債・資本 金　額

固 定 資 産 ６億７１６万円
固 定 負 債 ２億６,６１０万円
流 動 負 債 ２,７９３万円

繰 越 収 益 ２億７,４７６万円

流 動 資 産 １,１４７万円 資 本 金 ２,２５６万円
剰 余 金 ２,７２８万円

資 産 合 計 ６億１,８６３万円 負債・資本合計 ６億１,８６３万円

《賃借対照表》

大石田町特定環境保全公共下水道事業会計
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まちとしょまちとしょ
〜大石田町立図書館　information〜

今月は、どの 本 を読む？今月は、どの 本 を読む？

まってるよ！

新着本から話題の本・おすすめ本を紹介します！

Web OPAC
PC・スマホ版

◆☎35-3877　◆公式ＨＰ　http://niji.town.oishida.yamagata.jp/library
◆�大石田町立図書館蔵書検索システム（WebOPAC）から蔵書の検索や貸出状況、新着情報の確認などができます。
利用者登録をしている方は、貸出中の図書を予約することができます。詳しくは図書館にご確認ください。

※書影は ｢版元ドットコム｣ または各出版社HPから、紹介文・書誌情報は ｢TRC�MARC｣ より引用しています。すべて町立図書館蔵書。

（ジャン＝フランソワ�セネシャル∥文
岡田�千晶∥絵　小川�仁央∥やく　評論社）

（ブティック社）

　しんじられない。おばあちゃんにもう会
えないなんて。思い出がこんなにいっぱい
あるのに…。大切な人とわかれる気持ちを、
キツネの男の子に託して、あたたかく、包
みこむように描く。

『おしまい図鑑』
（真山�知幸∥著　伊達�努∥イラスト

笠間書院）
　ベッドの上でも仕事を続けたナイチン
ゲール、６２歳で天職に出会ったガウディ…。
さまざまな分野で活躍した「すごい人」た
ちが人生の晩年をどう過ごし、どんなふう
に人生を終えたかを紹介する。

『坂本図書』
（坂本�龍一∥選書・語り　空�里香∥監修　坂本図書

バリューブックス・パブリッシング（発売））

　本から始まる。本に気づかされる。本で
確信する。坂本龍一の傍には、いつも本が
あった－。無類の本好きで知られる坂本龍
一が憧れた、３６人の記憶と想像の人物録。
『婦人画報』連載を加筆修正。

『ジェルネイルデザインBOOK』『ぼく、いいたいことがあるの』

　人気ネイリストによるシーズナルネイ
ルレッスン、プロ御用達ブランドのアイ
テムを用いたネイルデザインやアートテ
クニックのほか、日本全国から厳選した
１００サロンが提案するシーズン別ネイル
デザインも掲載。

■開館時間　午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午前９時～午後５時）
■休 館 日　毎週木曜日（祝日の場合翌日）　《１月の休館日》１日（月）～４日（木）、１１日（木）、１８日（木）、２５日（木）

　毎年恒例となりつつある、本の福袋を今年もご用意しました！
　本の福袋には、各テーマに合わせて職員が選んだとっておきの
２冊が入っています。どんな本かは借りてからのお楽しみ！新た
な発見があるかも？ぜひ新年の初めに借りてみてください！

～本の福袋 2024～～本の福袋 2024～

◆日時　（当館は）１月５日（金）～ なくなり次第終了

◆場所　大石田町立図書館　中央展示
※他館の開始日については、左側ポスターをご覧ください。

※注意※　�本の福袋は貸出のみです。差しあげるものでは
ありませんので、必ずご返却ください。

２０２０２1２1 広報おおいしだ広報おおいしだ 5.125.12広報おおいしだ広報おおいしだ 5.125.12



　メリークリスマス！！クリスマス大好きな久龍です。実は久龍、中学校～大学がキリスト教系
の学校だったため、クリスマスについて少々知見があります。今月はこえのくらもクリスマスの
飾りつけをしてウキウキ気分。ご来館のお客様にちょこっとだけプレゼントもご用意しました♪
　なんて言っている間にお正月も目前。年明け早々の１月７日（日）には、村山市のシェアスペー
ス「Ｋｉｗａ」さんで活躍中の「Ｂａｒ クロスギルド」さんと合同新年会を開催します！冬ならでは
の遊びや、正月太り解消エクササイズ教室も！楽しい催しをたくさん企画中ですので、この機会
にぜひ、大石田と村山を回遊してみてくださいね。

大石田　⇔　村山　合同新年会
日時：２０２４年１月７日（日）
料金：１,０００円（大石田と村山、２拠点での参加が可能です）
◉大石田
会場：こえのくら
住所：大石田町駅前通り９−5
時間：１１：００～１４：３０
お問合わせ：☎０２３７−３５−３０３６

◉村山
会場：Ｂａｒ クロスギルド
住所：村山市楯岡十日町６−４１
　　　Co-Cｒeａtｉng-Lounge�&�Shａｒe�house�『Ｋｉｗａ』
時間：１５：００～１７：００（Ｂａｒ営業は１９：２０まで）

Ｂ
ａ
ｒ 

ク
ロ
ス
ギ
ル
ド
さ
ん

に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
か
ら
↓

大石田町地域おこし協力隊コラム大石田町地域おこし協力隊コラム

死亡事故ゼロ死亡事故ゼロ 日目日目１，2７６１，2７６
（１2月１５日現在）

●発生件数　１０件　　（+２件）
●負傷者数　１０人　　（±０人）
●死亡者数　０人　　（±０人）

※（　）は前年比

（令和５年１月１日～１２月１５日）

大石田町の交通事故発生状況

今月のポイント

毎月１日は「大石田町民交通安全行動の日」

無事故で年末、笑顔で
新年を迎えましょう！
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　冬の交通安全県民運動の一環として、１２月７日
（木）と８日（金）に飲酒運転の撲滅を呼びかける飲
食店訪問が行われました。これは、尾花沢地区交
通安全協会と安全運転管理者協議会が毎年実施し
ているもので、各飲食店に啓発用ポケットティッ
シュなどを配り、飲酒運転撲滅運動への協力を呼
びかけました。
　年末年始は飲酒の機会が特に多くなる時期です。
「飲んだら乗らない」、「乗るなら飲まない」を家
族や周りの方と確認し、飲酒運転を絶対にしない
ように徹底しましょう。

飲酒運転撲滅飲食店訪問
町や警察が協力呼びかける

日曜・休日急患の当番医
診療時間：午前８時３０分～午後５時１月

日 当番医院名 電　話
１日（月） 後 藤 医 院 (３５)20３4
２日（火） お く や ま 内 科 医 院 (24)0980
３日（水） 加 藤 ク リ ニ ッ ク (22)9877
７日（日） 尾 花 沢 病 院 (2３)３６３7
８日（月） 中 央 診 療 所 (2３)2010
１4日（日） 清 治 医 院 (2３)212５
2１日（日） さ か え ク リ ニ ッ ク (５３)8181
28日（日） 吾 妻 ク リ ニ ッ ク (３５)2021

家族の健康管理に気をつけて

１月の主な行事予定
日 行　事　予　定

４㈭ 仕事始め
母子健康手帳交付・健康相談／午後１時３０分／役場「相談室」

１0㈬ 心配ごと相談／午後１時３０分～午後４時／社会福祉協議会

１4㈰ 雪道愛護デー／午前８時／町内一円

１5㈪ 母子健康手帳交付・健康相談／午後１時３０分／役場「相談室」

24㈬ 無料法律相談（要予約）／午後１時３０分～午後４時／社会福祉協議会

25㈭ 農業委員会総会／午後３時／役場「大会議室」

※�都合により日程が変わる場合もありますので、事前に
　お問い合わせください。

　にじっこひろばのクリスマス会が、１２月5日（火）
ににじっこひろばで行われ、町内外の親子や大石田
保育園の園児など２０人が参加しました。
　この日は、町職員による歌や踊りの発表のほか、
山形市を拠点として活動している人形劇サークル「と
んとん」による童話「オオカミと七匹の子ヤギ」の
人形劇が披露されました。参加した親子や園児は、
工夫された舞台セットやメンバーの多彩な声の表現
に見入っており、物語の世界に入り込んでいました。

に じ っ こ ひ ろ ば で
ク リ ス マ ス 会 を 開 催

事前予約はこちらから
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防災放送の内容を
　電話で確認できます

確認ダイヤル：02３７-４８-８４４４

　防災放送が聞き取りにくい、放送内容
を確認したい等のご意見をいただき、町
では防災放送確認ダイヤルサービスを開
始しました。
　このダイヤルは定時（夕方６時のメロ
ディ等）放送を含め、直近の放送から８時
間以内の内容を順次聞くことができます。

防災情報などを
受け取ることができます。

右の二次元コードを読み
取って友だちに追加して
ください。

登録方法

大石田町公式LINE

友だち登録を友だち登録を
お願いします！お願いします！

大石田町公式アカウント開設

LINEはじめました

■総務課総務グループ　℡３５-２１１１（内線２１８）
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町の人口 令和５年１２月１日現在

世帯数 2，2３4戸 （－４）

総人口 6，１42人 （－25）

男 ３，049人 （－１１）

女 ３，09３人 （－１4）

（１１月中の異動）
出生　４人 転入　５人
死亡　１5人 転出　１9人
※この人数は外国人も含めたものです。
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